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自殺予防教育に関する説明を拡充 ・自殺予防教育の目標や学習内容、前提条件等の基本的な知識を得られるようにする。

安全・安心な学校環境づくりに関する
説明を追加

・生徒が困ったときには相談できる体制を整えるとともに、SOSを受け止める教職員の力を
　高めるよう促す。

教育活動への位置付けに関する説明
を追加

・教育活動全体を通じた自殺予防教育の検討を促す。
・学校の実態に応じた取組を促す。

教職員研修の概要、事前アンケート結
果への対応に関する記述を追加

・自殺予防教育や気になる児童生徒への対応についての教職員の共通理解を促す。

中学校・高等学校各３つの授業案を
「早期の問題認識」「援助希求的態度
の促進」の２つの授業案に整理

・自殺予防教育の「核となる授業」であることを明確にする。
・学校の実態に合わせて取り組みやすくする。
・ロールプレイ等、主体的な参加を促す工夫を継承し、生徒が実感的に理解できるようにする。
・「自殺」や「死」という言葉を使わなくても実施できるようにし、教職員の負担感を軽減する。

「下地づくりの授業」として活用できる
４つのショートプログラムを追加

・思いや考えを表現する力とコミュニケーション力を身に付ける。
・受容的な人間関係づくりを促進する。
・10分程度の活動とし、朝や終わりのSHR等を活用した、日常的な取組を促す。

― 116 ―



自殺予防教育に関する説明を拡充 ・自殺予防教育の目標や学習内容、前提条件等の基本的な知識を得られるようにする。

安全・安心な学校環境づくりに関する
説明を追加

・生徒が困ったときには相談できる体制を整えるとともに、SOSを受け止める教職員の力を
　高めるよう促す。

教育活動への位置付けに関する説明
を追加
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教職員研修の概要、事前アンケート結
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「下地づくりの授業」として活用できる
４つのショートプログラムを追加

・思いや考えを表現する力とコミュニケーション力を身に付ける。
・受容的な人間関係づくりを促進する。
・10分程度の活動とし、朝や終わりのSHR等を活用した、日常的な取組を促す。
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問題認識実施群 援助希求実施群 心の健康実施群 相談支援実施群

ねらいに即した
もの

判断が大切だと思いました。言わないでと言われても、言った方がいい時
もあるから、そういう判断を大切にしていきたいと思いました。自分なりに
考えて、これから友だちの相談に乗ったり、乗ってもらったりしようと思いま
した。

心のSOSについて相談できる大人や友だちって結構少ないのかなと思っ
ていたけど、そういうものを専門に活動している人やそういう機関がたくさ
んあることを今日初めて知ったので、もしまた悩み事ができた時は周りの
人に助けを求められるようにしたいと思います。

自分の気持ちが重くなったときに、よく考えると、こんなに気持ちを軽くする
方法があるのが分かりました。これから気持ちが重くなったら教えてもらっ
た呼吸法を使おうと思いました。

今日のこの授業を受けて、もし一人で困ったことがあれば、すぐに身近な
人に相談しようと思いました。

実感を伴うもの
自分がちょうど情緒が安定していないときだから、助かりました。対処方法
が見つかりました。

相手の相談の聞き方や伝え方を的確に言えるように少しでもなれたと思う
ので、良かったです。

10秒呼吸法をやって、とても心が落ち着けたから、不安になったらやろうと
思った。

本当の相談ができなくても、その人に場面の例の悩みを聞いてもらうこと
で、少し心が軽くなりました。

実践への意欲を
示したもの

相談を聞くときに何と言えばいいのかが分からなかったので、この授業で
知ったことを次、相談されたらやってみようと思います。自分も苦しくなった
らすぐ友だちとかに相談したいと思いました。

私たちの周りには信頼している人がたくさんいて、相談する人が相談しや
すいように信頼できる人に私はなりたいと思いました。

しんどい時やストレスを抱えている時にみんなが出してくれた案や呼吸法
を試してみようと思います。

誰かが悩んでいる時に、相手からではなくて自分から気が付けるようにし
たいです。

実生活を振り返る
もの

僕は心が苦しかった時期がありました。その時に親や友人が話しかけてく
れて、少し生活が明るくなりました。本当にしんどい時は、心理的視野狭窄
のように視界が暗くなりました。だから、この授業で学んだことを生かして、
僕が相談相手になれればいいなと思います。せっかくの友だちだから。

私も心が晴れないときもあるけど、そんな時に周りの人に相談するのはす
ごく大事だなと思いました。私も相談されやすい人になりたいと思いまし
た。

自分だけでなく、他の人も似たような悩みを持っていることを知って安心し
た。

授業を受ける前は相談できないと思っていたけど、相談することは大切だ
ということを学びました。

授業の満足度に
関するもの

今まで友だちが落ち込んだりしたときの話しかけ方が分からなかったけ
ど、今日の授業でよく考えることができた。いつも自分がこうだったから話
しかけられないし、話しかけても会話が続かないことがあったけど、自分だ
けの意見だけではなく、友だちの意見も聞けて、こうしたらいいんだとが分
かった。もし自分が誰にも相談できない時、どうしたら良いのかが分かっ
た。

心の状態によっての行動についてさらに知ることができた、とてもいい授
業だと思いました。

自分と向き合えた気がしました。いつもモヤモヤしていて、それが当たり前
になって「大丈夫」と自分に言い聞かせて放っておいたので、対処方法を
考えられて良かったです。とてもいい時間になりました。

とても楽しかったです。とても分かりやすく、理解しやすかったです。

内容に関するもの
苦しい時に「信頼できる大人に相談」と言っていたけど、信頼できる人が
いないならどうするんだろうと思った。

人に相談して一緒に解決するのは大事だと思うけど、自分でも考えて、自
分自身が解決しやすい方法を考えるのも大切だと思いました。

実感を伴うもの

人によって相談に乗った方が良いのか、そっとしておいた方が良いのかが
違うから、難しいと思いました。実際に聞き役をやってみて、何と言えばい
いのか分からなくなったから難しかったです。

私は悩みを相談したことも相談されたこともないけど、今回実践してみて、
こうすれば相手が納得してくれるかなとか、相手がどう思うのかなとかいろ
いろ考えることがあって、相談することって改めて難しいと思いました。で
も、相談すると、心がすっきりして、相談することって大事なんだなと思いま
した。

実生活を振り返る
もの

授業を受ける前は、相談されることはとても嬉しいと思っていたけど、実際
に授業を受けてみて、相談される側もしんどいんだなと思いました。

自分の思いのままに書いても、良いところや悪いところがあると思った。

活動に関するもの
悩んでいる人に声をかけて、相談に乗ることは難しいと思った。 聞き役の時は、しっかりアドバイスとかを言えたけど、相談後が難しかった

です。自分が心の危機を感じたら、しっかり相談したいです。

肯
定
的

疑
問
・
葛
藤
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カカテテゴゴリリ コード 発話数 定義 具体的発話

不安感・
抵抗感

35
自殺予防教育への不安感・抵
抗感の表明

自殺っていう言葉がちょっと厳しいというかきついこともあって。どんなことをするんだろうって、すごい警戒心
でした。

教員にとって
の効果

6
自殺予防教育に取り組むこと
に対する教員の意識や実践へ
の肯定的反応

先生方が自殺予防っていう形で授業されるっていうことは、それだけ授業の予習もしないといけないし、いろんな
意識を持って授業に臨むので、先生方にとっても知識として技術として、身になっていくので、これは非常にいい
んじゃないかなと思います。

意義 12
自殺予防教育を子どもたちに
伝える必要性に対する表明

学校の先生方は、自殺予防教育はやらなければならない、やった方がいいっていうのも誰もが思ってることだと思
うんです。

受け止め方 7
自殺予防教育に対するイメー
ジとその変化

自殺予防は身構えてしまうようなイメージがあるんですけど、ロールプレイで悩み相談っていうのは、道徳や学活
の中でやったことがあるので、こちらが心に自殺予防を意識して持ってるか持っていないかだけの話なので、身構
えずに授業はできるかなという感じがします。

地域連携体制 12
自殺予防教育を実践する際の
学校外を含めた協働体制への
言及

自殺予防教育を地域ブロックなり連携する小・中学校で、こういう心を育てていくために、この自殺予防教育のプ
ログラムは入れ込んでいこうとかっていう、地域とか特色に合わせて相談しながら取り組む、縦の連携があればい
いなとは思います。

校内組織体制 15
自殺予防教育を実践するため
の校内の組織づくりや共通理
解への言及

体制づくりって言われても、自殺予防教育だけの体制づくりではなくて、いろんな事案、生徒指導上の事案が起
こった時の体制づくりとそんなに大きくは変わらないかなと思う。

実施計画 8
自殺予防教育を実践する際の
適切な時期への言及

年間的に１学年はこの部分、２学年はこの部分、３学年はこういう形っていうのを継続していけたらいいのかなと
思います。

教育課程 14
自殺予防教育の教育課程への
位置付けに対する意見・考え

プログラムに関してなんですけれども、こうした方がよかったなっていうよりか、やっぱり教育課程上のカリキュ
ラムに入れ込むっていうのが大切だと思います。例えば、保健分野の心の健康の部分でやったら自然に入れ込むこ
とができると思いました。

実施学年の
選定

13
自殺予防教育を実施する学年
や発達段階への意見・考え

学年は、やっぱり進学のこと考えたら、３年生よりも２年生か１年生でやるのは良かったと思う。

リスクの
高い子ども

22
リスクの高い子どもへの対
応や対応に対する意見

こころの健康に関するアンケートをきっかけに担任と話して、まあ今度こんな授業あるけど大丈夫？ぐらいの聞き
取りをして、話をした全員が大丈夫ってことで、授業を受けてるっていう実情です。

不安・
難しさ

31
本プログラムの内容や活動
に対する不安や難しさ

子ども自身がロールプレイをするところで、どれだけロールプレイが具体的にできるのかな？っていうところは若
干不安はあった。

時間 15
学習活動や内容に対する授
業時間への意見

授業を１時間でしようと思ったら、先生方も慣れというか、いきなり初めてこれをやって１時間でやるには、
ちょっとしんどいかなとは思いました。

改善への
意見

28 本プログラム改善への意見
「誰にも言わないで」は、ほとんどの子どもが「言わない」を選ぶので、「言わない」ことのメリットデメリット
を考えるところが自殺予防につながると思うんですけど、その辺りがすっと流れていってしまったので、もっと工
夫していたら自殺予防のところにつながっていくと思う。

工夫 22
本プログラムを実施する際
に実践した工夫や配慮事項

ショートプログラムもちょっと朝の時間でさせてもらっていると、やっぱり話の聞き方とか相手を受け止めるとか
認めていくっていうような素地を養うっていう風に関しては、かなり効果的で有効でした。子ども同士のコミュニ
ケーションを培っていくツールとして、とても有効だったなっていう風に考えます。

子どもの
様子

15
実際に本プログラムに取り
組んだ子どもの様子

子どもがこの授業をどう受け取ったのかっていうのを見させてもらった時に、授業受けて良かったとか悩んでる友
達にちょうど相談受けてるところなので、その相談にちゃんと乗ってあげようと思ったとか、あとは友達を大切に
したいとか周りを大切にしたいって声が非常に多かった。

価値の
実感

46
本プログラムを通して子ど
もたちに自殺予防教育を実
践する価値の実感

実際、ワークやロールプレイをすることで、難しさも感じたはずなので、知識じゃなくて、じゃあどう使うんだろ
う、でも実際使えないよねっていう実感を得られたと思います。保健の授業ではできない授業ができて、心って難
しいなとかっていうのは体験できたかなっていう風には感じました。

サポート 14
本プログラムを実施するに
あたり必要なサポートへの
言及

センター職員に研修に来てもらったのが、すごく良くて。自殺予防教育に対する先生方の温度差もあると思うの
で、研修を受けることは、先生方の意識付けになりました。実際に授業をやれば、よかったなっていうことは思っ
てくださるとは思うんですけれども、やっぱりとっかかりとして、研修っていうのはすごく大事だと感じます。

やりやすさ 20
本プログラムの内容や活動
に対してやりやすさを感じ
られる部分

パワーポイントも用意していただいて、指導案も用意してもらって、そこからの授業でしたので、かなり手厚く授
業実施に向けた準備があったので、やりやすさは感じました。

継続 9
本プログラムを活用して継
続して実践するための意見
や意欲

学校としてはやっぱこれはまた他の学年でもやって、やる方向でまた深めていきたいなという風に思います。

教教員員のの自自己己認認識識
教員の
自己認識

22
自殺予防教育の実践を通し
た、子どもの学びや自身の対
応に関する気付き

子どもと話をしている中で、一つの発言・行動がやっぱり変わってきた際に、この子ちょっと前と違うって流すん
じゃなくて、やっぱりその子とうまく話をしながら関わっていくと、最悪、自殺とかにつながることやっぱり少な
くなるんだなと思った。

自自殺殺予予防防教教育育

体体制制づづくくりり

ププロロググララムム
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